
安倍内閣の暴走が続いていますが、国民の反撃は、

全国に波涛のように広がっています。自公政権は、会

期末までに戦争法案を通すことが出来ず、95日の延長

を決めましたが、その期間は、我々国民が、戦争法の

欺瞞性、憲法の重要性をますます明らかにする時間に

なりました。練馬区でも、この期間多くの学習会、デ

モが行われました。

練馬の市民運動は、最近では、さよなら原発を含め

て新しい広がりが見られますが、「戦争法ＮＯ」の戦

いは、まさに「オール練馬」の表情を見せ始めました。

政党では、民主党、維新の会の一部、市民の声ねりま、

新社会党、社民党、市民福祉フォーラム、練馬ネット

などほとんどの政党が、呼びかけに応じ、街頭宣伝に

立つという状況です。組合も練馬区労協、全労協練馬、

練馬労連と区内の労働組合を網羅しました。市民団体

も多くが賛同し、7月1日(水)平成つつじ公園で集会、

桜台までパレードを行いました。

当日は、雨も上がり、賛同人となった高畑勲さん、

暉峻淑子さんもかけつけ、練馬のデモで歴史上最も多

く1,350人が集まりました。

あいさつに立った若者の代表の黒田朝陽さんは「い

ま全国で、若い人が、戦争にはいかないという強い意

志で、戦いを始めています」と語り、練馬・文化の会

会員である望月達雄さんは「戦争にいかされた屈辱は、

忘れない。二度と再びああしたことが無いように死ぬ

まで戦う」と力強い宣言をされました。小さい子供を

持つ扇田梨絵子さんは「絶対に子供を、殺したり、殺

されたりする場所に生かせない」と語り、元レンジャー

部隊の井筒高雄さんは「安倍政権の戦争法の話は、欺

瞞ばかりだ。自衛隊員は、最前線で犠牲になる」と話

しました。

デモは、予想以上の参加で、宣伝スピーカーが足り

ず、生声でコールするなど、永遠と列が続き、練馬駅

前、桜台の人たちを驚かせ、飛び入りの参加者も出て

きました。

これも安倍内閣の怒りが、練馬の中でいかに増えて

いるのかという事と、オール練馬の力が、この集まり

を成功させた原因であります。

この集会＆パレードには練馬・文化の会員も多く参

加いたしました。

沖縄の翁長知事・稲嶺名護市長のアメリカ訪問を側

面的に援助している弁護士の猿田佐世さん（練馬・文

化の会会員）が、6月21日練馬革新懇主催の講演会で

「日米外交に新しい風をー沖縄基地問題と集団自衛権・

安保体制を題材にー」をテーマに話しました。

参加者は、予想を上回る200名以上になり、会場は

熱気にあふれました。

集団的自衛権の恐ろしい内容。いつでもどこでも、

戦争する場所、紛争地域に行く内容になっている事。

これについて、アメリカでは、「自分たちの国民が、

負担が少なく無くなるのは、喜んでいるが、日米の合

意の内容については、ほとんど知らない。国防担当の

責任議員でさえ、沖縄の人口は、5000人くらいかと語っ

ている。これが今までの日本の外交の姿であるし、実

態である。これでは、ダメだと思い、ＮＰＯを通じた

り、知り合いの政府関係者、議員に働きかけ、日米安

保の実態、沖縄の現実をつきつけ、いま進めている戦

争法案が沖縄の辺野古基地問題と同じように危険で、

国民の声を反映してないことを、伝えていきたい」と

語りました。

猿田氏が進めている新外交イニシアテイブ（ＮＤ）は、

鳥越俊太郎、柳沢協二さんらと共に「新しい日米外交」

を進めていこうという組織で、注目を集めています。

東ねりま9条の会主催で、大内要三さん（練馬・文化 の会会員）の講演会「若者を海外の戦場で死なせるな！」

2015年度第2号 2015年7月6日

- 1 -

練馬･文化の会会だより
共同代表：有原誠治 大内要三 小岩正子 小沼稜子 田場洋和 吉田巳蔵

事務局：森田彦一 TEL：03-3951-4276 FAX：03-3951-0616

(会費などの郵便振替：00150-7-130265 練馬･文化の会) ホームページ http://www.nerimabunka.com/

練馬で戦争ＮＯ！の学習会、パレード相次ぐ

戦争法Ｎ０！ねりま集会＆パレードに1,350名が参加（7月1日）

日米外交に新しい風をー猿田佐世講演会・練馬革新懇（6月21日）

東ねりま9条の会主催学習会（６月２９日）
若者を海外の戦場で死なせるな！；講師―大内要三さん



が6月29日、ココネリで約30名の出席で開かれま

した。①自衛隊はいま何をしているか②日米共

同作戦の約束③戦争法案の条文を読むを柱に、

最後に戦争国家への道を絶つために何をしたら

いいのかと話をしました。。

もうすでに日米は戦争法案を先取りしている

事。第3次日米のガイドラインは事実上の日米安

保条約の改定であることを強調。運動の進め方

では、小選挙区制の弊害が、国会と国民の隔離

があること、過去の侵略戦争の反省をふまえた

「戦争反対」を行う必要があること。日本国憲

法の平和主義は一国平和主義ではないことの自

覚が必要で、ここから東アジアの平和、安保廃

棄への展望が生まれると語りました。

大内要三さんからは２９日当日の講座内容を

まとめたパンフ（Ａ４・６Ｐ）を頂いています

ので、関連の集会などで配布する予定です。

１５年度は会員間の親睦強化をめざしてフリー

トーク企画の強化を打ち出していますが、その

第１回が木谷八士さんによる「高齢者の暮らし

と健康―われは行く“お節介”と言われても」

です。幹事の荷口さん所蔵のビデオ「ＮＨＫス

ペシャル ひとり団地の一室で～４５年目の

“夢の住まい”」が併映されるのがみそです。

荷口さんは話題になった多数のテレビ番組（ド

キュメンタリー）をストックしており、こうし

た企画にふさわしい番組を即リサーチできるよ

うに整理しています。今後のフリートーク企画

は、この荷口所蔵の番組リサーチから始まりそ

うです。会員の皆さま、トーク企画のアイデア

をお寄せ下さい。

柏木美恵子さんが主宰する「もあい練馬」は

毎年「沖縄戦を考える練馬の集い」を実施して

きましたが、第６回を迎える今年は『「オール

沖縄」の魂を伝える』のテーマでその象徴的存

在ともいえる仲里利信衆院議員を招聘し、上記

木谷企画に続き、同じ９日（木）午後６時半～

ココネリホールで開かれます。

仲里議員は同封チラシにあるように、自民の

西銘恒三郎氏の後援会長についていたこともあ

る“保守派”。その西銘氏が公約を翻して辺野

古基地容認に転じたのを機に、名護市長選では

稲嶺氏を、沖縄知事選では翁長氏を応援し、昨

年の衆院選では沖縄４区で「オール沖縄」から

立候補し、西銘氏を破って当選した人です。

「もあい練馬」は現地・沖縄での仲里議員との

接触を通じて、今回の企画誕生になりました。

１部は仲里氏の講演、２部は仲里氏と猿田佐世

弁護士とのトークセッションという企画が組ま

れています。

ＮＨＫ問題に取り組んできたいくつかの団体

が協賛しての沖縄問題のシンポジウムが７月１

２日に駿河台の明大で行われます。折しも自民

党勉強会での「沖縄の２新聞社はつぶすべきだ」

との発言がなされた直後だけに、関心を呼びそ

うです。読谷村の基地事例を報告する山内明大
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会員相互の親睦と交流の強化を：フリートーク企画

１５年度第１回は木谷八士さんによる「高齢者の暮らしと健康」

７月９日（木）午後２時～ココネリホール西側 資料代：３００円

併映「ＮＨＫスペシャルーひとり団地の一室で」

「もあい練馬」等による「沖縄戦を考える練馬の集い２０１５」
「オール沖縄」の象徴：仲里利信衆院議員迎えての講演会

９日（木）午後６時半～ココネリホールで、猿田弁護士とのトークも

「沖縄戦後７０年：基地問題とジャーナリズム」７月１２日（日）後１時～ 明治大学ｸ゙ ﾛー ﾊ゙ ﾙﾌﾛﾝﾄ棟ｸ゙ ﾛー ﾊ゙ ﾙﾎー ﾙ（１
階）

研究報告：山内健治・明大教授 パネル討論：金平茂紀・TBSｷｬｽﾀー 、影山あさ子・映画監督、宮城栄作・沖縄タイ

ムス東京支社報道部長



教授は社会人類学・民俗学の専門家、パネラー

の３氏は放送、映画、新聞のマスコミ関係者で、

時機にあった論議が期待されます。

練馬・文化の会は来年、創立４５周年を迎えま

すが、記念企画として「沖縄」企画に取り組む

ことを決め、関係者への接触を始めています。

本年１月の新年会で演じていただいた沖縄舞踊

が好評を得たために企画されたもので、辺野古

新基地反対をかかげる翁長知事の誕生、衆院選

での「オール沖縄」候補の圧勝など、時機的に

ピッタリのテーマです。３５周年は「邦楽」４

０周年は「洋楽・邦楽」の企画でしたが、とも

に琵琶の水藤さんがいればこその企画でした。

次いで「沖縄音楽」という並びはいいのですが、

何せ専門家不在での企画スタートです。会員の

皆さま、大きな知恵と力をお貸しください。

小岩さん主演の「風船爆弾」番組を生んだ武蔵

大と文化の会共作による「テレビみつがしわ」

番組の制作が再スタートします。すでに永田教

授の指導により番組のテーマである「アスベス

ト」問題についての学生の取材・撮影が始まっ

ています。永田教授の申し入れで７月１４日後

０時１５分、武蔵大学正門集合で文化の会と武

蔵大学・学生の取材報告・打ち合わせを行うこ

とになりました。

この日は午後３時から同大学前のギャラリー

古藤で文化の会・美術会主催で永田教授の「ベ

ン・シャーンを追いかけて」の講演があります

ので、番組打ち合わせ出席の方は引き続きの参

加ができます（事前申込みが必要）。

永田教授は６月３０日、国会内で開かれた

「言論の弾圧を許すな！怒りの緊急集会」に参

加し、『ＮＨＫ時代に、日本軍従軍「慰安婦」

問題を扱った番組で「偏向プロデューサー」の

烙印を押された。その時にＮＨＫ幹部を呼びつ

けたのが当時の官房副長官の安倍晋三だった。

最近までＮＨＫ経営委員だった百田氏は安倍氏

の“盟友”の一人だった』と安倍総理を指弾。

まさにジャーナリスト精神にあふれる発言でし

た。

小中学校や市民団体への小岩昌子さんの「風

船爆弾」の語り部活動はすでに５０回を超えて

いるのではないでしょうか。今度は８月７日

（金）午後６時～文化センター大ホールで行わ

れる区主催の「平和祈念コンサート」に２０分

をこなす語り部として登場します。同封チラシ

のように、入場は無料ですが、７月１日から申

し込み受付開始。往復ハガキで１５日締め（必

着）ということですので、即お申し込みを。
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文化の会の４５周年企画は「沖縄」もので・・。

会内外の関係者の英知を結集して楽しく実のある内容を！

会員の皆さま、１４日（火）後０時１５分に武蔵大学正門前に集合です！

武蔵大学の永田教授・ゼミの学生と番組制作の打ち合わせ

同日後３時～ギャラリー古藤で永田教授の「ベン・シャーン」講演

区主催「平和祈念コンサート」に小岩昌子さんが“語り部”で主演
８月７日午後６時～文化センター大ホール：７月１５日締めで申込必要

文化の会の第３回「語り部」セミナー：テーマは「銃後の守り」

８月１日（土）午後２時～５時 ココネリ第１研修室東 資料代３００円

小岩さんを進行役に、元教員の３人が語り部に



上記７日のコンサートに先駆け、８月１日（土）に文

化の会の第３回語り部セミナーが、小岩さんをコーディ

ネーターに、元教員の３名を語り部として行われます。

テーマは「銃後の守り」。

語り部（括弧内はテーマ）は、望月翆山さん（大空襲）、

矢島裕治さん（学童疎開）、川崎せつ子さん（満蒙開

拓と戦後の生活）の皆さま。

「うしろの正面だあれ」上映実行委員会は、東京

新聞記事にあるように、６月２０日、実行委の有原事

務局長とねりま九条の会の大柳事務局長の連名で抗議

声明を練馬教育委員会に提出。これと並行して練馬・

文化の会は共同代表５名と事務局長の連名で独自に

「公開質問状」を提出しました。

「質問状」（同封）は今回のケースが前例となると、

後援名義による便宜供与を受けられなくなることが多

発し、イベントなどの実施に支障をきたす恐れが出て

くるとの判断から提出したものです。６月３０日締め

切りで回答を要請しています。教育委事務局からは３

０日午後に、遅くなるが近日中に文書回答するとの連

絡がありましたが、７月１日現在で回答は未着です。

本年１５年度から年会費が２千円になりますので、１

４年度、１３年度会費の未納者には１年分あるいは２

年分の督促状を記載したメモを同封しました。また１

５年度の年会費の督促は赤伝（手数料は会が負担）の

振り込み票のみ同封いたしました。
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「うしろの正面だあれ」上映の拒否問題（上記「東京新聞」記事参照）
文化の会、共同代表５名の連記で教育委に公開質問状を提出

６月３０日締め切りで文書回答を要請、７月１日現在で回答は未着

前年度までの年会費未納者には督促メモ付の振り込み票、

新年度会費の納入督促は「赤伝」の振り込み票のみを同封


